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【概要】東日本大震災時には、膨大な   

数の航行警報を発出したため、利用 

者は、警報の確認作業に多くの時間  

を費やした。このため一日分の航行 

警報をまとめて図形（手動）作成し 

提供したところ好評を得た。 

そこで図形（自動）作成をインター  

ネット上に掲載し、必要な情報を 

利用者が即時に得ることが出来れ 

ば、航海の安全に寄与することがで 

きると考えシステム開発を進めた。 

世界的には、まだ文字情報が主流で

あるところ、海洋情報部では、航海

安全情報をビジュアル化してイン

ターネットに掲載するシステムを

世界で初めて構築した。        （上図は、西之島噴火情報に関しての航行警報）                                                     

                     

【開発技術】世界的にも前例のない独自の方法であったため、職員による発展的な議論、さらにユー 

ザーからアンケートや意見聴取を行い反映させたものである。 

背景図（電子海図）の変換処理や背景図と図形情報の重畳化、さらに図形情報の基本的なパターン

である、点（漂流物情報）、線（曳航情報）、円・正方形（爆撃訓練情報）、多角形（海底調査情

報）の図形入力プログラム機能等の作り込み作業は構想から完成まで本システム開発会社と共に３

年の月日、３代に渡る水路通報官で完成させた。 

 

【利用者】世界各国船舶関係者の他、防衛省、外務省、水産庁等の政府関係機関、自治体、JAXA、JAMSTEC、 

JOGMEC、報道機関。 

 

【インターネットによる提供の変遷】                                                 

      

【従来の文字情報での提供】⇒【3・11の震災時での提供（福島原発関連）】⇒【現在のビジュアル提供】 


